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平成 28年 8月，中央教育審議会教育課程部会は，次期学習指導要領改訂の基本的な方向性について

「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（以下「審議のまとめ」という。）にまと

められ，同 12月に「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及

び必要な方策等について（答申）（以下「答申」という）」（2016）が出されました。それらの中で，

グローバル化による社会の多様性や急速な情報化，技術革新による人間生活の質的な変化について指

摘しています。学校をこうした変化する社会の中に位置付け，教育課程全体の体系化を図ることで，

学校段階間，教科等間の相互連携を促し，初等中等教育の総体的な姿を描くことが，今，求められて

います。 

 

これからの社会を創り出していく子供たちに求められる資質・能力とは何かを，学習する子供の視

点に立ち，教育課程全体や各教科等の学びを通じて『何ができるようになるのか』という観点から，

育成すべき資質・能力を以下の三つの柱（以下「三つの柱」という。）で整理しました。 

 

① 「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

② 「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判 

断力・表現力等」の育成 

③ 「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそう 

うとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養） 

 

また，これら「三つの柱」をバランスよく育むためには，『何を学ぶか』という指導内容等の見直

しとともに，それらを『どのように学ぶか』という子供たちの具体的な学びの姿について「アクティ

ブ・ラーニング」の視点からの見直しが欠かせないものとしています。 

 

こうした流れを受け，本研究では，「三つの柱」を総合的に育むことを目指し，「アクティブ・ラ

ーニング」を取り入れた授業づくりの考え方について，指導法を一定の型にはめ狭い意味での授業方

法や授業技術の改善に終始しないようにすること，「深い学び」，「対話的な学び」，「主体的な学

び」の実現を目指すことの２点に留意し，提示していきたいと思います。 

 

また，授業をより充実したものにしていくために，「生徒たちにどういった力が身に付いたか」と

いう学習の成果を的確に捉える学習評価の考え方，さらに，学習評価の内容を学習・指導方法の改善

につなげていくカリキュラム・マネジメントの考え方についても合わせて示したいと考えています。 

 

これにより，次期学習指導要領に想定される学習・指導方法への移行がスムーズに図られるととも

に，今後の授業実践が生徒たちにとっても，教員にとっても有意義なものになるよう活用していただ

けましたら幸いです。 

はじめに 
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① 何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

② 理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・ 

表現力等」の育成） 

③ どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする 

「学びに向かう力・人間性等」の涵養） 

 

 

 

１ 育成を目指す資質・能力の設定と共有 

（１）育成を目指す資質・能力の三つの柱について 

 全ての教科等や諸課題に関する資質・能力に共通し，それらを高めていくために重要となる要素

について，育成を目指す資質・能力の三つの柱として整理され，「幼稚園，小学校，中学校，高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」において，以

下のように示されました。 

 

 

 

 

 

 

 「答申」では，それぞれの内容や留意点について，次のように述べています。 

① 「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

〇各教科等において習得する知識や技能であるが，個別の事実的な知識のみを指すのではなく，

それらが相互に関連付けられ，さらに社会の中で生きて働く知識となるものを含むものである。 

   〇知識や技能は，思考・判断・表現を通じて習得されたり，その過程で活用されたりするもので

あり，また，社会との関りや人生の見通しの基盤ともなる。このように，資質・能力の三つの

柱は相互に関係し合いながら育成されるものであり，資質・能力の育成は知識の質や量に支え

られていることに留意が必要である。 

② 「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」の育成）」 

〇将来の予測が困難な社会でも，未来を切り開いていくために必要な思考力・判断力・表現力で

ある。思考・判断・表現の過程には，大きく分類して以下の三つがあると考えられる。 

 ・物事の中から問題を見だし，その問題を定義し解決の方向性を決定し，解決方法を探して計画

を立て，結果を予測しながら実行し，振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程。 

 ・精査した情報を基に自分の考えを形成し，文章や発話によって表現したり，目的や場面，状況

等に応じて互いの考えを適切に伝え合い，多様な考えを理解したり，集団としての考えを形成

したりしていく過程。 

 ・思いや考えを基に構想し，意味や価値を創造していく過程。 

③ 「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする 

「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」 

 ○前述の①及び②の資質・能力を，どのような方向性で働かせていくかを決定付ける重要な要素

であり，以下のような情意や態度等に関わるものが含まれる。こうした情意や態度等を育んで

いくためには，体験活動も含め，社会や世界との関わりの中で，学んだことの意義を実感でき

るような学習活動を充実させていくことが重要となる。 

・主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や行動を統制する能力、

自らの思考の過程等を客観的に捉える力など、いわゆる「メタ認知」に関するもの。 

 ・多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力，持続可能な社会づくりに向けた態

度，リーダーシップやチームワーク，感性，優しさや思いやりなど，人間性等に関するもの。 

Ⅰ 育成を目指す資質や能力   「何ができるようになるか」 
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（２）育成を目指す資質・能力の設定と共有 

各学校が地域や社会の変化を受け止めながら，学校教育目標や育成を目指す資質・能力を明確に

し，その実現に向けて，各教科等がどのような役割を果たせるかという視点を持つことが重要です。 

   そこで, 学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有について，次のように考えました。 

  ア 学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有 

   ・「学校教育を通じて育てたい姿」や資質・能力の「三つの柱」を踏まえ，生徒の実態や生徒の

願い，保護者や地域・社会の願いに基づき設定されている学校教育目標等を軸に据え，学校評

価結果とも照らしながら，学校全体として育成を目指す資質・能力を設定する。 

   ・教職員全員が協働で考え設定することを通し，共有化と主体化を図る。 

  イ 各教科等で育成を目指す資質・能力との関連付けと指導計画の作成 

・学校全体として育成を目指す資質・能力を育成するために，各教科等で育成を目指す資質・能

力の中で関与するものは何かを明確にし，年間指導計画等に位置付ける。 

・各単元・題材で育成を目指す資質・能力を明確にするとともに，学校全体として育成を目指す

資質・能力との関連を捉え，各単元・題材の指導を構想する。 

・「単元・題材のゴール像」や「学習課題」を通して，目指すべきものを生徒とも共有する。 

  学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有における考え方を下の【図１】に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】「学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有における考え方」 
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学校教育目標を軸に据え，学校評価結果とも照らしながら，教職員全員が協働で考え
設定し，共有化を図る。 

各教科等で育成を目指す資質・能力の明確化 
※ 学校全体として育成を目指す資質・能力を育成するために，各教科等で育成を目指す資質・能

力の中で関連するものは何かを明確にする。 

※ 各単元・題材で育成を目指す資質・能力と「見方・考え方」を明確にする（年間指導計画）。 

※ 各単元・題材で育成を目指す資質・能力を明確にするとともに，学校全体として育成を目指す
資質・能力との関連を捉え，各単元・題材の指導を構想する。 

学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有 

 

単元・題材のまとまりの中で本時の位置付けを捉え，実践していく。 

※ 生徒には「単元・題材のゴール像」や「学習課題」を通して，目指すべきものを共有する。 

学校教育目標 

「学校教育を通じて育てたい姿」・育成を目指す資質・能力の「三つの柱」 

保護者や地域の願い 生徒の実態や願い 



２ 数学科において育成を目指す資質・能力  

（１）数学科で育成を目指す資質・能力 

「答申」では，数学科において育成を目指す資質・能力について三つの柱に沿った整理を行い，

次の【表１】のとおり示されています。 

 

【表１】数学科において育成を目指す資質・能力の整理（「答申 別添資料４－１」から抜粋） 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

数 

学 

・

高

等

学

校 

●数学における基本的な

概念や原理・法則の体

系的理解 

●事象を数学化したり，

数学的に解釈・表現し

たりする技能 

●数学的な問題解決に必

要な知識 

●事象を数学的に考察する力 

●既習の内容を基にして問題を解

決し，思考の過程を振り返って

その本質や他の事象との関係を

認識し，統合的・発見的に考察

する力 

●数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力 

●数学的に考えることのよさ，数学の

用語や記号のよさ，数学的な処理の

よさ，数学の実用性などを認識し，

事象の考察や問題の解決に数学を積

極的に活用して，数学的根拠に基づ

いて判断する態度 

●問題解決などにおいて，粘り強く，

柔軟に考え，その過程を振り返り，

考察を深めたり評価・改善したりす

る態度 

●多様な考えを生かし，よりよく問題

解決する態度 

数

学 

・

中

学

校 

●数量や図形などに関す

る基礎的・基本的な概

念や原理・法則の理解 

●事象を数学化したり，

数学的に解釈・表現し

たりする技能 

●数学的な問題解決に必

要な知識 

●日常の事象を数理的に捉え，数

学を活用して論理的に考察する

力 

●既習の内容を基にして，数量や

図形などの性質を見いだし，統

合的・発展的に考察する力 

●数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力 

●数学的に考えることのよさ，数学的

な処理のよさ，数学の実用性などを

実感し，様々な事象の考察や問題の

解決に数学を活用する態度 

●問題解決などにおいて，粘り強く考

え，その過程を振り返り，考察を深

めたり評価・改善したりする態度 

●多様な考えを認め，よりよく問題解

決する態度 

算

数 

・

小

学

校 

 

●数量や図形などについ

ての基礎的・基本的な

概念や性質などの理解 

●日常の事象を数理的に

処理する技能 

●数学的な問題解決に必

要な理解 

●日常事象を数理的に捉え，見通

しをもち筋道を立てて考察する

力 

●基礎的・基本的な数量や図形の

性質や計算の仕方を見いだし，

既習の内容と結びつけ統合的に

考えたり，そのことを基に発展

的に考えたりする力 

●数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表したり，目

的に応じて柔軟に表したりする

力 

●数量や図形についての感覚を豊かに

するとともに，数学的に考えること

や数理的な処理のよさに気付き，算

数の学習を進んで生活や学習に活用

しようとする態度 

●数学的に表現・処理したことを振り

返り，批判的に検討しようとする態

度 

●問題解決などにおいて，よりよいも

のを求め続けようとし，抽象的に表

現されたことを具体的に表現しよう

としたり，表現されたことをより一

般的に表現しようとしたりするな

ど，多面的に考えようとする態度 
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（２）数学科における「見方・考え方」 

「答申」には，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」が示されています。「見方・考え方」と

は， 

 

 

 

  であり，さらに次のようにも述べられています。 

  ・ 各教科等の学習の中で活用されるだけでなく，大人になって生活していくにあたっても重要 

な働きをするもの 

・ 資質・能力が，学習や生活の場面で道具として活用されているもの 

・ 資質・能力を，具体的な課題について考えたり探究したり際に必要な手段として捉えたもの 

・ 各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすもの 

・ 教科等の教育と社会をつなぐもの 

 

  「審議のとりまとめ」には，数学科における「見方・考え方」は【表２】のように示されています。

また，算数・数学ワーキンググループにおいて，校種別，領域別における「見方・考え方」の例が

示されており，【表３】に整理しました。 

  【表２】数学科における「見方・考え方」（「審議のとりまとめ」を整理） 

「数学的な見方・考え方」 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的，（体系的）に考えること 
                                                    ※体系的･･･高等学校 

≪見  方≫ 

事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念等に着目してその特徴や本質を捉えること  

≪考え方≫ 

目的に応じて数・式，図，表，グラフ等を活用し，論理的に考え，問題解決の過程を振り 

返るなどして既習の知識・技能を関連付けながら統合的・発展的に考えること 

 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに

着目して捉え， 

数に着目する。 

数で表現する。 

量に着目する。 

図形に着目する。     など 

 

論理的に考えたり， 

帰納的に考える。 

順序よく考える。 

根拠を明らかにする。   など 

統合的・（に考える。） 
関連付ける。 

既習の事項と結び付ける。 など 

 

発展的に考えたりする。 

適用範囲を広げる。 

条件を変える。 

新たな視点から捉え直す。 など 

“どのような視点で物事を捉え，どのように思考していくのか”という，物事を捉える視点や考

え方 

見方 

考え方 
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【表３】算数・数学科における見方・考え方の例（「算数・数学ワーキンググループ第８回参考資料２」をもとに作成） 

領域 
校

種 

見方（例） 

≪事象を数量や図形及びそれらの関係な

どに着目して捉え≫ 

考え方（例） 

≪論理的，統合的・発展的に考える≫ 

※体系的･･･高等学校 

数と式 

小 

数量や大きさに着目する。 

構造を捉えるために場面に着目する。 

（比較可能性，数直線上の位置，計算の可能 

性に着目） 

具体物や図，式などを用いて考える。 

具体物や図，式の相互の関係を考える。 

数の大きさを変えて，統合的・発展的に考える。 

中 事象を数や数量に着目して捉える。 
式などに表現して形式的に処理するとともに，論理的，

統合的・発展的に考える。 

高 
事象の数量に着目したり，数の演算の可能性や式

の形などに着目したりする。 

数概念を演算法則が不変になるように拡張し，その図

形的な意味を考えたり，式を目的に応じて変形し，そ

の式の性質を考えたりする。 

量と測定 小 
量（ものの大きさ）に着目する。 

（基になる大きさ（単位）に着目） 

比較する。（差で，倍で） 

測定する。 

図形 

小 

形に着目する。 

（図形の構成要素に着目 ２年～） 

（図形の構成要素の位置関係に着目 ４年～） 

（形と大きさの観点から，図形相互の関係に着目 

５年～） 

概念を形成したり性質を見いだしたりするために 

 ・相違点と類似点を考える。 

 ・論理的に考える。 

 ・形を変えて，統合的・発展的に考える。 

中 
事象を「形」「大きさ」「位置関係」に着目して

捉える。 

直感的に操作したり，論理的に推論したりするととも

に，統合的・発展的に考える。 

高 
事象を「形」「大きさ」「位置関係」に着目した

り，図形の不変な性質に着目したりする。 

論理的に性質を考察して説明したり，代数的な方法と

図形的な方法を対応させ，双方のよさを生かしながら

考える。 

数量関係 小 

関数 

数量や図形についての事柄と，他の捉え

やすい事柄との関係に着目する。 

（数量や図形について，それらの変化や

対応の規則性に着目） 

決まれば決まるのかどうか考える。 

特徴や傾向を見いだすために，関係を，言葉，数，式，

表，グラフを表すことを考える。 

式 

構造を捉えるために，場面の数量の関係

に着目する。 

（事柄や関係，式の形に着目） 

テープ図や数直線などのモデルとの対応を考える。 

整数から小数などに拡張して発展的に考える。 

一般的に表すことを考える。 

資料 

集団の傾向や変化の様子などを捉えるた

めに統計的なデータに着目する。 

（グラフの概形，代表値に着目） 

目的に応じて表現するのに適切なグラフは何かを考え

る。 

処理した結果（グラフ，代表値）について，基の事象

に当てはめた解釈を考える。 

関数 

中 
事象の中にある数量の関係を見いだし，既習の関

数と仮定して捉える。 

形式的に処理し，導かれた結果を事象に照らして解釈

することなどから統合的・発展的に考える。 

高 
事象の中にある数量の関係や対応関係に着目す

る。 

対応関係を式で表現し，変化の様子を捉えるとともに，

関数の性質を統合的・発展的・体系的に考える。 

資料の活用 中 複雑な事象をデータ化して捉える。 
確率的・統計的に処理し，導かれた結果を事象に照ら

して解釈することなどから統合的・発展的に考える。 

確率・統計 高 
不確定な事象をモデル化したり，データに基づい

たりして捉える。 

割合や指標を導入して本質を表現し，将来の予測や意

思決定へとつなげる。 

 中 
具体化，抽象化，理想化，単純化，一般化，特殊

化，記号化，数量化，図形化 
帰納的，類推的，演繹的に考える 
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１ 資質・能力を育成する学習過程の考え方 

  「答申」には，数学科の資質・能力を育成する学習過程の考え方について，以下のように述べられ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学科における学習過程のイメージは，「答申」において【図２】のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】算数・数学における問題発見・解決の過程（答申 別添資料４－３） 

Ⅱ 数学科の学習・指導の改善・充実  「どのように学ぶか」 

○ 数学科における目指す資質・能力を育成するためには「事象を数理的に捉え，数学の問題を

見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，解決過程を振り返って概念を形成したり体系化し

たりする過程」といった数学的に問題解決する過程が重要である。 

○ 数学的に問題解決する過程は， 

・日常生活や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決し，解決過程を

振り返り得られた結果の意味を考察する，という問題解決の過程 

・数学の事象について統合的・発展的に捉えて新たな問題を設定し，数学的に処理し，問題を

解決し，解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする，という問題解決の過程 

という二つのサイクルが相互に関わり合って展開する。 

○ これらの過程については，自立的に，時に協働的に行い，それぞれ主体的に取り組めるよう

にすることが大切である。 
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２ 単元の構想と学習過程 

  「答申」には，単元等のまとまりを見通した学びの実現について，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）資質・能力の育成を目指した単元の構想 

単元の目標と単元の評価規準，児童生徒の実態を踏まえて指導と評価の計画（単元計画）を立て， 

その際，各時の内容とねらいを明確化した上で，二つの問題解決の過程をバランスよく計画するこ 

とが大切です。二つの問題解決の過程について「答申」を参考にして整理したものを【図３】に示 

します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【図３】数学的に問題解決する二つの過程（「答申」を参考に整理） 

 

   また，単元を通して問題発見・解決の過程を相互に関わり合って展開していく中で，発展的な問 

題を発見し，解決することを通して，概念，見方・考え方等を統合的に，体系的に捉えることが大 

切です。それは，類似問題や発展問題，他領域・他分野の問題，教科横断の問題の解決過程を通し 

て，既得の概念，見方・考え方等を活用していくことで汎用的な見方・考え方等の獲得につながる 

ものです。そのイメージについて【図４】のように「審議のとりまとめ」に示されています。 

○ 「主体的・対話的で深い学び」は，１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではなく，

単元の中で，例えば主体的に学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか，グループなどで

対話する場面をどこに設定するか，学びの深まりを作り出すために，子供が考える場面と教員

が教える場面をどのように組み立てるか，といった視点で実現されていくことが求められる。 

○ 各学校の取組が，毎回の授業の改善という視点を超えて，単元や題材のまとまりの中で，指

導内容のつながりを意識しながら重点化していけるような，効果的な単元の開発や設定に関す

る研究に向かうものとなるよう，単元等のまとまりを見通した学びの重要性や，評価の場面と

の関係などについて，総則などを通じてわかりやすく示していくことが求められる。 

 

事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し， 

解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日常生活や社会の事象を数理 

的に捉え，数学的に表現・処 

理し，問題を解決し，解決過 

程を振り返り得られた結果の 

意味を考察する，という問題 

解決の過程 

○数学の事象について統合的・発 

展的に捉えて新たな問題を設定

し，数学的に処理し，問題を解

決し，解決過程を振り返って概

念を形成したり体系化したりす

る，という問題解決の過程 

≪数学的に問題解決する過程≫ 

【現実の世界】 【数学の世界】 

相互に関わり合って

展開する 

← 二つの問題解決の過程 → 

－８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４】算数・数学の問題発見・解決の広がりと汎用的な見方・考え方等の獲得過程（「審議のとりまとめ」資料４） 

（２）資質・能力を育成する学習過程 

数学の学習過程と育成を目指す資質・能力の関連について【図５】のように「答申」に示されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５】問題発見・解決の過程と育成を目指す資質・能力（答申 別添資料４－３） 
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資質・能力を育成していくためには，先に述べたように数学的に問題解決する過程が重要です。い 

くつかのサイクルが考えられますが，具体的なサイクルの例を【図６】に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６】問題解決する過程のサイクルの例 

また，「答申」には，資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例が【表４】のように示さ 

れています。 

【表４】資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例（「答申 別添資料４－１」から抜粋） 

数学 

高等学校 

中学校 

数学 

算数 

小学校 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

・問題の理解，解決の計画 

・計画の実行，結果の検討 

・解決過程や結果の振り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

・問題の理解，解決の計画 

・計画の実行，結果の検討 

・解決過程や結果の振り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

・疑問や問いの気付き 

・問題の設定 

・問題の理解，解決の計画 

・解決の実行 

・解決したことの検討 

・解決過程や結果の振り返り 

・新たな疑問や問いの気付き 

 本研究では，Ａ１→Ｂ→Ｃ→Ｄ１を取り上げることとし，【表４】に示した重視すべき学習過程の 

例をもとに学習過程のサイクルを関連付けたイメージを【図７】に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７】算数・数学における問題発見・解決の過程のイメージ（Ａ１→Ｂ→Ｃ→Ｄ１の例） 

※単位時間の展開においては，必ずしも「日常生活や社会の事象」（Ａ１）や「数学の事象」（Ａ２） 

から導入しなければならない，というわけではない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ１ 

Ａ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ２ 

Ａ２ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ２ 

Ａ２ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ１ 

日常生活や社会の事象 数学の事象 

疑問や問いの発生 

問題の設定 

問題の理解 

解決の計画 

計画の実行 

結果の検討 

解決過程や結果の振り返り 

新たな疑問や問い，推測などの発生 

日常生活や社会の事象 

数学的に表現した問題 

焦点化した問題 

結 果 

日常生活や社会の事象 

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
の
例 

学
習
過
程
の
サ
イ
ク
ル
の
例 
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 【図７】に示したイメージを具体の学習過程として考えたものを【表５】に示します。 

【表５】単位時間の学習過程 ≪Ａ１→Ｂ→Ｃ→Ｄ１≫の例 

過程 

 

問題発見・解決の過程と育成を目指す資質・能力 

 

指導過程上の留意点 

 
 
 
 
 
 
 
 

１，問題を発見し，全体構造的に把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒が疑問を見いだせるよう事象の提示

を工夫し，動機付けを図る。１問とは限

らない。 

・既習事項と関連し，生かせるもの 

・知的好奇心を誘発するもの 

・数学的に価値があるもの 

・解決方法の多様性や発展性のあるもの 

○事象の数量等に着目し，解決に必要な要 

素を抽出して系統化・構造化を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

２，見通しを立てる 

・既習内容の想起 

・結果の予想 

・方法の予想 

 

 

３，課題を設定する。 

 

 

○関連する既習事項を想起し，結果と方法 

について，可能な限り自分で見通す。 

 ・実態に応じて既習事項を提示したり，その 

活用を促したりする発問や示唆を行う。 

 ・既習事項との共通点から見通す。 

○学習内容を焦点化し，既習事項との相違 

点をもとに課題を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４，解決する（個人思考） 

 (1) 帰納 

 (2) 演繹 

 (3) 類推 

 

 

 

５，課題解決について比較・検討する（協働思考） 

 (1) 妥当性（正しい筋道） 

 (2) 関連性（考えの共通性） 

 (3) 有効性（考えのよさ） 

 

 

 

○解決の方法や内容について工夫する。 

 ・数・式，図，表，グラフなどを活用し，相 

互に関係づける。（方法） 

 ・数学的な見方・考え方を基に，妥当性，効 

率性，共通性，相互関係について振り返る。 

（内容） 

○考えを発表し合い，練り合わせ，数学的 

価値を見つける。 

・関連・対立・矛盾する場を意図的に設定し，  

 よりよい結論をだす。 

・どちらかにあって，どちらかにないものを 

見取り，論点を明確にする。 

○複数の問題に取り組み，共通性や相違点 

から一般化に導く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６，数学的価値について一般化し，まとめる。 

 (1) 正確性 

 (2) 簡潔性 

 (3) 効率性 

 

７，解決過程を振り返る 

 (1) 定着・適用問題（発展・統合問題）に取り組む。 

 (2) 学習内容を振り返り，共通点や相違点などについて比 

較・検討する。 

 (3) 解決過程を振り返り，評価・改善を図る。 

 (4) 本時の振り返りを記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

○数学的な見方・考え方を基に，正確性， 

簡潔性，効率性について整理・確認し， 

表現する。 

○数学的価値について，言葉や記号等を用 

いるなどして，数学的な表現でまとめを 

行う。 

 

○定着・適用，（発展・統合）問題を通して 

学んだことに対する補充と深化を図り， 

成就感，達成感を与え，主体的な学びへ 

の意欲をさらに高める。 

○既習事項との関連付けを行うことで知識 

体系化を図り，他事象への活用を考える。 

○解決過程を振り返り，見方・考え方のよ 

さに気付いたり，新たな問いを見つけた 

りして，次時につなげる。 

 

日常生活や社会の事象 
疑
問
や
問
い
の
発
生 

問
題
の
設
定 

問
題
の
理
解 

解
決
の
計
画 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
生 

・事象の数量等に着目して数学的な問題を見いだす力 

・事象の特徴を捉えて数学的な表現を用いて表現する力

（事象を数学化する力） 

 

・数学的な問題の本質を見いだす力 

（洞察力） 

・数学的な問題を解決するための見 

通しを立てる力    （構想力） 

 

・目的に応じて数・式，図，表，グ 
ラフなどを活用し，一定の手順に 

したがって数学的に処理する力 
・数学的な見方・考え方を基に，的 
確・かつ能率的に処理する力 

・論理的に推論する力 

・得られた結果を元の事象に 
戻してその意味を考える力 

・様々な事象に活用する力 

数学的に表現した問題 

焦点化した問題 

結 果 

日常生活や社会の事象 

A1 

C 

B 

D1 

＊必ずしも単位時間内にすべての資質・能力を目指すということではない。 
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３ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

  「答申」には，「主体的・対話的で深い学び」の実現について，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

  「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」を実現するための授業改善の視点を以

下のように示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この授業改善の三つの視点の位置づけについて次のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

  「答申」において示されている数学科における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を 

実現する学習・指導の改善・充実の視点は，次頁【表６】のとおりです。それぞれの視点の実現に必 

要な学習活動の例を【表６】の右に示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現とは，特定の指導方法のことでも，学校教育における

教員の意図性を否定することでもない。 

○ 人間の生涯にわたって続く「学び」という営みの本質を捉えながら，教員が教えることにし

っかりと関わり，子供たちに求められる資質・能力を育むために必要な学びの在り方を絶え間

なく考え，授業の工夫・改善を重ねていくことである。 

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持

って粘り強く取組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる，「主体的な学び」が実現でき

ているか。 

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通

じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

③ 各教科等で習得した概念や考え方を活用した「見方・考え方」を働かせ，問いを見いだして

解決したり，自己の考えを形成し表したり，思いを基に構想，創造したりすることに向かう「深

い学び」が実現できているか。 

○ 三つの視点は，子供の学びの過程としては一体として実現されるものであり，また，それぞ

れ相互に影響し合うものでもあるが，学びの本質として重要な点を異なる側面から捉えたもの

であり，授業改善の視点としてはそれぞれ固有の視点であることに留意が必要である。単元や

題材のまとまりの中で，子供たちの学びがこれら三つの視点を満たすものになっているか，そ

れぞれの視点の内容と相互のバランスに配慮しながら学びの状況を把握し改善していくことが

求められる。 

－12－ 



 

 【表６】「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

「主体的な学び」

の実現に向けて 

○ 子供自身が興味を持って積極的に取り組む

とともに，学習活動を自ら振り返り意味付けた

り，身に付いた資質・能力を自覚したり，共有

したりすることが重要である。 

○ 児童生徒自らが，問題の解決に向けて見通し

をもち，粘り強く取り組み，問題解決の過程を

振り返り，よりよく解決したり，新たな問いを

見いだしたりするなどの「主体的な学び」を実

現すること。 

「対話的な学び」

の実現に向けて 

○ 身に付けた知識や技能を定着させるととも

に，物事の多面的で深い理解に至るためには，

多様な表現を通じて，教職員と子供や，子供同

士が対話し，それによって思考を広げ深めてい

くことが求められる。 

○ 事象を数学的な表現を用いて論理的に説明

したり，よりよい考えや事柄の本質について話

し合い，よりよい考えに高めたり事柄の本質を

明らかにしたりするなどの「対話的な学び」を

実現すること。 

「深い学び」 

の実現に向けて 

○ 習得した概念（知識）や考え方を実際に活

用して，問題解決等に向けた探求を行う中で，

資質・能力の三つの柱に示す力が総合的に活

用・発揮される場面が設定されることが重要

である。教員はこの中で，教える場面と子供

たちに思考・判断・表現させる場面を効果的

に設計し，関連させながら指導していくこと

が求められる。 

○ 既習の数学に関わる事象や，日常生活や社

会に関わる事象について，「数学的な見方・考

え方」を働かせ，数学的活動を通して，新し

い概念を形成したり，よりよい方法を見いだ

したりするなど，新たな知識・技能を身に付

けてそれらを統合し，思考，態度が変容する

「深い学び」を実現すること。 

  

※ このような活動については，現行の学習指導要領においても意図されており，既に各学校でも取り

組まれていると考えられます。今後は，このような活動を通して，児童生徒の「主体的な学び」「対

話的な学び」「深い学び」が実現できているかどうかについて確認しつつ一層の充実を求めて進め

ることが重要です。 

○ 数学的な表現を用いて説明す

ることで，簡潔・明瞭・的確に自

分の考えを表現できることを実

感する活動 

○ 児童生徒１人１人の考えや表

現を教室全体で数学的に洗練す

ることにより，客観的で合理的な

説明に高め合う活動 

○ 児童生徒１人１人が考えを持

ち，その考えを受け入れ，お互い

の考えのよいところを認めなが

らそれぞれの考えをよりよくす

る活動 

○ 問題解決の過程を振り返り数

学的に考えることのよさなどを

見いだす活動 

○ 新たに見いだした事柄を既習

の事柄と結び付け概念が広がっ

たり，深まったりしたことを実感

できる活動 

学習活動の例 

○ 学習した内容を活用して問題

を解決し，得られた結果の意味を

元の事象や既習の知識と結び付

けて捉えなおし知識や方法を統

合し，更に発展する活動 
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  「答申」には，学習評価について，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

   また，評価の観点や評価場面については，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

   評価にあたっての留意点等として，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の踏まえ，本研究では評価に対する基本的な考えを以下の通りとします。 

 ア 学習評価の目的は，「学習成果の把握」「教員の指導改善」「学習者の学びの推進力」と

する。 

イ 評価の観点は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３

観点とする。 

 ウ 単元の中に，学習・指導方法と評価の場面を適切に組み入れる。 

 エ 評価規準は「子供たちにどういった力が身に付いたか」を子供の姿として示す。 

オ 単元に課題解決的な言語活動を位置付け，パフォーマンス評価を行っていく。 

カ 学習活動の中に自己評価を位置づける。 

Ⅲ 学習評価の充実         「何が身についたか」 

○ 学習評価は，学校における教育活動に関し，子供たちの学習状況を評価するものである。「子

供たちにどういった力が身に付いたか」という学習成果を的確に捉え，教員が指導の改善を図

るとともに，子供たち自身が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにす

るためには，この学習評価が極めて重要であり，教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性を

もった形で改善を進めることが求められる。 

○ 観点別評価については，目標に準拠した評価の実質化や，教科・校種を超えた共通理解に基

づく組織的な取組を促す観点から，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組

む態度」の３観点に整理することが必要である。 

○ これらの観点については，毎回の授業で全てを見取るのではなく，単元や題材を通じたまと

まりの中で，学習・指導方法と評価の場面を適切に組み立てていくことが重要である。 

○ 「主体的に学習に取り組む態度」については，学習前の診断的評価のみで判断したり，挙手

の回数やノートの取り方などの形式的な活動で評価したりするものではない。 

  学習に関する自己調整を行いながら，粘り強く知識・技能を獲得したり思考・判断・表現し

ようとしたりしているかどうかという，意思的な側面を捉えて評価することが求められる。 

○ 資質・能力のバランスのとれた学習評価を行っていくためには，指導と評価の一体化を図る

中で，論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作等といった多様な活動

に取り組ませるパフォーマンス評価などを取り入れ，ペーパーテストの結果にとどまらない，

多面的・多角的な評価を行っていくことが必要である。 

○ 子供一人一人が，自らの学習状況やキャリア形成を見通したり，振り返ったりできるように

することが重要である。そのため，子供たちが自己評価を行うことを，教科等の特質に応じて

学習活動の一つとして位置づけることが適当である。 
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「審議の取りまとめ」には，３つの観点及びその趣旨について【表７】ように考え方を整理されてい 

ます。 

【表７】算数・数学科における評価の観点のイメージ（「審議の取りまとめ」資料５） 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

高等学校 

・数学における基本的な概

念や原理・法則などを体

系的に理解している。 

・事象を数学化したり，数

学的に解釈したり表現・

処理したりする技能を身

に付けている。 

・事象を数学を活用して論理

的に考察する力，思考の過

程を振り返って本質を明

らかにし統合的・発展的に

考察する力を身に付けて

いる。 

・数学的な表現を用いて事象

を簡潔・明瞭・的確に表現

する力を身に付けている。 

・数学のよさを認識し，数

学を活用して粘り強く考

え，数学的論拠に基づき

判断しようとする。 

・問題解決の過程を振り返

って評価・改善しようと

する。 

中学校 

・数量や図形などに関する

基礎的な概念や原理・法

則などを体系的に理解し

ている。 

・事象を数学化したり，数

学的に解釈したり表現・

処理したりする技能を身

に付けている。 

・事象を数学を活用して論理

的に考察する力，数量や図

形などの性質を見いだし

本質を明らかにし統合

的・発展的に考察する力を

身に付けている。 

・数学的な表現を用いて事象

を簡潔・明瞭・的確に表現

する力を身に付けている。 

・数学のよさを実感し，数

学を活用して粘り強く考

え，生活や学習に生かそ

うとする。 

・問題解決の過程を振り返

って評価・改善しようと

する。 

小学校 

・数量や図形などについて

の基礎的・基本的な概念

や性質などを理解してい

る。 

・日常の事象を数理的に処

理する技能を身に付けて

いる。 

・日常の事象を数理的にとら

え見通しをもち筋道を立

てて考察する力，基礎的・

基本的な数量や図形など

の性質を見いだし統合

的・発展的に考察する力を

身に付けている。 

・数学的な表現を用いて事象

を簡潔・明瞭・的確に表し

たり柔軟に表したりする

力を身に付けている。 

・数学のよさに気づき，算

数の学習を生活や学習に

活用しようとする。 

・学習の過程と成果を振り

返ってよりよく問題解決

をしようとする。 

 また，「審議の取りまとめ」には，留意点として以下のことが述べられています。 

 

 

   

 

 

 

 

 

さらに，「ペーパーテストの結果にとどまらない，多面的・多角的な評価を行っていくことが必要で

ある」と述べられていることから，従来の学力諸調査の出題の枠組みを踏まえた選択式・短答式・記述

式といったペーパーテストによる生徒の学習状況把握に加え，その選択回答式の問題以外の評価方法の

工夫が必要です。 

 

「知識・技能」 
※事実的な知識のみならず，構造化された概念的な知識を含みさらなる概念形成に向かうものである
こと。 

※一定の手順に沿って処理する技能のみならず，変化する状況に応じて主体的に活用できる技能やそ 
のような技能の習熟・熟達に向かうものまでも含めたものであること。 

 
「主体的に学習に取り組む態度」 
※資質・能力のうち「学びに向かう力，人間性等」の部分について，「主体的に学習に取り組む態度」
として観点別評価を通じて見取ることができる部分と，観点別評価や評定にはなじまず，個人内評
価を通じて見取る部分があり，ここでは観点別評価として見取ることができるものを掲げた。 
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１ 単元名 

  比例と反比例 （東京書籍 新編 新しい数学１ ４章） 

 

２ 単元の目標 

【知識・技能】 

○関数関係の意味，比例や反比例の関係の表す表，式，グラフの特徴などを理解する。 

○比例，反比例などの関数関係を表，式，グラフなどを用いて的確に表現したり，数学的に処理した 

りすることができる。 

【思考・判断・表現】 

○比例，反比例などについての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象を見通しをもっ 

て論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

○様々な事象を比例，反比例などでとらえたり，表，式，グラフなどで表したりするなど，数学的に 

考え表現することに関心をもち，数学を問題解決に活用して考えたり判断したりする。 

 

（現行学習指導要領との関連 「Ｃ 関数」） 

 

  (1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比例， 

反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。 

     ア 関数関係の意味を理解すること。 

     イ 比例，反比例の意味を理解すること。 

     ウ 座標の意味を理解すること。 

     エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。 

     オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

      〔用語・記号〕関数 変数 変域 

 

３ 単元で働く「見方・考え方」 

○事象を数や数量に着目して捉え，数量の関係を見いだす。既習の関数と仮定して捉えて形式的に処 

理し，導かれた結果を事象に照らして解釈することから統合的・発展的に考える。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

関数関係の意味，比例や反比例の

意味，比例や反比例の関係を表す

表，式，グラフの特徴などを理解し

ている。 

比例，反比例などの関数関係を

表，式，グラフなどを用いて的確に

表現したり，数学的に処理したりし

ている。 

比例，反比例などについて

の基礎的・基本的な知識及び

技能を活用しながら，事象を

見通しをもって論理的に考

察し表現したり，その過程を

振り返って考えを深めたり

している。 

様々な事象を比例，反比例な

どでとらえたり，表，式，グラ

フなどで表したりするなど，数

学的に考え表現することに関心

をもち，数学を問題解決に活用

して考えたり判断したりしてい

る。 

 
 

Ⅳ 実践事例 

事例１（中学校第１学年） 平成 28年 10月 21日（金），24日（月） 

学 級：北上市立北上中学校１年Ｄ組 指導者：県立総合教育センター 東海林 泰史 

－16－ 



５ 単元の指導と評価の計画（全 20時間） 

節 
時

数 
主な学習課題と主な学習活動 主な評価規準と評価方法 

１ 
関 
数 

３ 
 

【主な学習課題】 

■伴って変わる２量の関係を考えよう。 

【主な学習活動】 

・関数の意味を知る。 

・変域の意味と表し方を知り，表現する。 

・関係を表や式で表す。 

【主な評価規準】 

（主体的に学習に取り組む態度） 

○関数関係に関心をもつ。 

○具体的事象の中から，比例・反比例の

関係として捉えられる二つの数量を

見いだしたり，関係を式で表そうとし

たりしている。 

○比例・反比例の特徴を，表，式，グラ

フなどを用いて考えようとしている。 

 

（思考・判断・表現） 

○比例・反比例の関係として捉えられる

二つの数量を見いだす。 

○比例・反比例の関係を，表，式，グラ

フなどを用いて調べ，特徴を見いだ

す。 

○具体的な事象から取り出した二つの

数量の関係が比例・反比例であるかど

うかを判断し，変化や対応の特徴を捉

え，説明することができる。 

 

（知識・技能） 

○関数関係，比例，反比例，変数と変域

の意味を理解している。 

○比例・反比例の関係を表，式，グラフ

などで表すことができる。 

○具体的な事象の中には，比例，反比例

とみなすことで変化や対応の様子に

ついて調べたり，予測したりできるも

のがあることを理解している。 

 

【評価方法】 

・発言 

・観察 

・評価問題 

・振り返りの記述内容 

２ 
比 
例 
 

８  

【主な学習課題】 

■これまで学んだ比例の関係を見直そう。 

【主な学習活動】 

・関係を式で表す。 

・ｙ＝ａｘについて，ｘの変域や比例定数

を負の数にひろげて調べる。 

・グラフをかく。 

・表，式，グラフを関連付けて考える。 

 

 

 

 

 

 

３ 
反 
比 
例 
 

６ 
【主な学習課題】 

■今まで学んだ反比例の関係を見直そう。 

【主な学習活動】 

・関係を式で表す。 

・ｙ＝ａ／ｘについて，ｘの変域や比例定

数を負の数にひろげて調べる。 

・グラフをかく。 

・表，式，グラフを関連付けて考える。 

・ａ＝ｂｃで表される３つの数量ａ，ｂ，

ｃの関係について考える。 

４ 
の比 
利例 
用・ 
 反 
 比 
 例 
  
 

２ 
【主な学習課題】 

■２量の関係に着目して問題を解決しよ

う。 

【学習活動】 

・身のまわりの問題を，比例の関係を利用

して解決する。 

・身のまわりの問題を，比例のグラフを利

用して解決する。 

５ 
問 
題 

１ 
【学習課題】 

■比例と反比例の学習を振り返ろう。 

【学習活動】 

・定着問題，適用問題，発展問題を解く。 
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小単元（４比例・反比例の利用）における指導と評価計画 

時 段階 学習課題と学習活動 評価規準と評価方法 

 

１ 

 

Ａ１ 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

Ｂ 

・問題の理解 

・解決の計画 

Ｃ 

・計画の実行 

・結果の検討 

Ｄ１ 

・解決過程や結果の 

 振り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

【学習課題】 

■２つの量の関係に着目して，問題を 

解決しよう。 

【主な学習活動】 

１ 問題を把握する 

 (1) 伴って変わる二つの量を取り出 

す。 

(2) 二つの量の関係を考える。 

２ 学習の見通しをもつ 

(1) 問題を焦点化する。 

３ 課題を解決する（個人，グループ） 

４ 比較・検討する（全体） 

５ まとめ，振り返る 

 (1) 数学的な表現や考え方を振り返 

る。 

(2) 比例関係を利用した解決のよさ

を振り返る 

(3) 評価問題に取り組み，振り返り 

を記述する。 

【評価規準（Ｂ）】（思・判・表） 

○具体的な事象を比例の関係で

とらえ，それを利用して問題を

解決している。 

       

【Ａの視点】（例） 

・図・表，ことば，式等を用いて

簡潔明確に表現している。 

【Ｃの手立て】 

・単位量あたりの考え数直線を用

いて，そのいくつ分でとらえら

れるようにする。 

【評価方法】 

・学習シート，振り返り記述 

 

２ 

 

Ａ１ 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

Ｂ 

・問題の理解 

・解決の計画 

Ｃ 

・計画の実行 

・結果の検討 

Ｄ１ 

・解決過程や結果の 

 振り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

【学習課題】 

■比例のグラフを利用して，問題を解

決し 

よう。 

【主な学習活動】 

１ 問題を把握する 

 (1) 速さに必要な二つの量を想起

し，関数関係，比例関係にある

か考える。 

 (2) グラフをかく。 

２ 学習の見通しをもつ 

(1) 既習事項を想起する。 

（小学校内容） 

  (2) 本単元で学習した内容を確認す 

る。     （中学校内容） 

３ 課題を解決する（個人，グループ） 

４ 比較・検討する（全体） 

  (1) 構造の異なる問題を解く。 

 (2) グラフの見方について比較す 

る。 

５ まとめ，振り返る 

 (1) 式とグラフの解決について比較 

する。 

(2) 問題作成に取り組み，振り返り 

を記述する。 

【評価規準（Ｂ）】（思・判・表） 

○具体的な事象を比例の関係で

とらえ，グラフを利用して問題

を解決している。                

 

【Ａの視点】（例） 

・ことば，グラフを用いて簡潔明

確に表現している。 

【Ｃの手立て】 

・ｘ軸，ｙ軸の単位に着目させ，

二つの量の差であることに気

付かせる。 

【評価方法】 

・学習シート 

 

【評価規準（Ｂ）】（思・判・表） 

○グラフから読み取ったことを

場面と関連付けて問題を作成

している。 

【Ａの視点】（例） 

・グラフを読み取った結果をもと

にその解決過程を振り返り，複

数の問題を作成している。 

【Ｃの手立て】 

・グラフの読み取り方を振り返

り，座標の意味を確認する。 

【評価方法】 

・学習シート（評価問題） 
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６ アクティブ・ラーニングの３つの視点に立った授業改善の提案 

 

 

 
「答申」の記述 実践内容 

「主体的な学び」

の実現に向けて 

○ 子供自身が興味を持って積極的に取り組むとと

もに，学習活動を自ら振り返り意味付けたり，身

に付いた資質・能力を自覚したり，共有したりす

ることが重要である。 

○ 児童生徒自らが，問題の解決に向けて見通しを

もち，粘り強く取り組み，問題解決の過程を振り

返り，よりよく解決したり，新たな問いを見いだ

したりするなどの「主体的な学び」を実現するこ

とが求められる。 

① 日常生活の中から数学的に解決する

場面を提示 

 ・解決方法に多様性がある問題 

 ・既習事項と関連がある問題 

 ・知的好奇心を誘発する問題 

 ・実物を提示，実測させる。 

② 既習事項と関連付けながら本時の解

決に向けて見通しをもたせる。 

・既習事項と本時の学習内容の整理を

行う。 

・数学的な問題として解決するために

学習課題の焦点化を図る 

「対話的な学び」

の実現に向けて 

○ 身に付けた知識や技能を定着させるとともに，

物事の多面的で深い理解に至るためには，多様な

表現を通じて，教職員と子供や，子供同士が対話

し，それによって思考を広げ深めていくことが求

められる。 

○ 事象を数学的な表現を用いて論理的に説明した

り，よりよい考えや事柄の本質について話し合い，

よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにし

たりするなどの「対話的な学び」を実現すること

が求められる。 

③ 解決結果，方法及び考え方を説明し

合い，比較検討させる。 

 ・心構えとして，自力で考えた後にグ

ループで解決のための話合いを自由

に行うことを伝える。 

 ・一人で結果が出せたかどうかに関わ

らず，グループで結論を出し，自己

に返すことを伝える。 

「深い学び」 

の実現に向けて 

○ 習得した概念（知識）や考え方を実際に活用し

て，問題解決等に向けた探求を行う中で，資質・

能力の三つの柱に示す力が総合的に活用・発揮さ

れる場面が設定されることが重要である。教員は

この中で，教える場面と子供たちに思考・判断・

表現させる場面を効果的に設計し，関連させなが

ら指導していくことが求められる。 

○ 数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる

事象について，「数学的な見方・考え方」を働かせ，

数学的活動を通して，新しい概念を形成したり，

よりよい方法を見いだしたりするなど，新たな知

識・技能を身に付けてそれらを統合し，思考，態

度が変容する「深い学び」を実現することが求め

られる。 

④ 多様な考えを整理し，共通点・相違

点に気付かせるよう促す。 

 ・個人，グループを介して出された多

様な考えを整理・分類し，共通点，

既習事項との関連について確認す

る。 

⑤ グラフで読み取ったことを日常事象 

に戻して考えさせる。 

・グラフと事象を関連付け，具体的に

問題形式で表現する。 
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７ 本時の実際 

 （第１時） 

過程 学 習 活 動  三つの視点による実践内容 

 １ 問題を発見し，全体構造的に把握する。 

  

 

 

 

・解決に必要な数量を考え，関係を考える。 

 

 

 

 

 

 

 ２ 見通しをもつ。 

 ・重さが分かれば解決できる見通しをもつ。 

３ 学習課題を設定する。 

 

 ４ 個人で解決する。 

 

５ 集団で比較・検討する。 

 ・グループで解決結果，方法を伝え合う。 

 ・どんな考えを利用したのかを話し合う。 

 ・全体で妥当性や関連性，有効性について考 

える。 

 

 ６ 数学的価値について一般化し，まとめる。 

 

 

 

７ 解決過程を振り返る。 

(1) 評価問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 本時の振り返りを記述する。 

 

 

 

 

 

 

【学習課題】 重さと枚数の関係に着目して，問題を解決しよう。 

【まとめ】比例の関係を利用すると，一方の量から他方の量を求めることができる。 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

問
題
の
理
解 

解
決
の
計
画 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
生 

生徒会で北桜祭を案内するためのパンフレットを作成しました。印刷に必要なコピー用紙は全部
で 1,400枚です。 
学校にあるコピー用紙を使って印刷しようと思います。コピー用紙は足りるでしょうか。 

＜コピー用紙の枚数と重さ＞      

  未開封 ばら 

枚数（枚） ５００ ｘ 

重さ（ｋｇ） （２） （１．２） 

  ※現在は 1,000枚とばらがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シュレッダーで細かくされたコピー用紙のごみが
５．６ｋｇあります。Ａ４のコピー用紙は５００枚
で２ｋｇです。このごみは，Ａ４のコピー用紙で何
枚分になるでしょうか。 

Ａ３のコピー用紙は５００枚で４ｋｇです。この
ごみ５．６ｋｇは，Ａ３のコピー用紙で何枚分にな
るでしょうか。 

２量を見つけることは難しかったが，２量の関係が比例であることが分かると，比例の式や
２倍，３倍や単位量の考えを使って問題を解くことができた。身の周りの問題を比例を使っ
て解いてみたい。 

【実践内容】主体的な学び① 
日常生活の中から数学的に解決する場
面を提示することで，意欲を高める。 

【実践内容】深い学び④ 
多様な考えを整理し，共通点・相違点

に気づかせるよう促す。 

【実践内容】主体的な学び② 
数学的な問題として解決するための 

学習課題の焦点化 

疑
問
や
問
い
の
発
生 

問
題
の
設
定 

【実践内容】対話的な学び③ 
解決結果，方法及び考え方を 

 説明し合い，比較検討させる。 

A1 

Ｂ 

Ｃ 

D1 
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【生徒の振り返り】 
１枚あたりや１ｋｇの枚数な

どいろいろな方法があっておも
しろいと思った。これからの授業
も，見方をかえていろいろな方法
で計算していきたい。 

【生徒の振り返り】 
今，数学で使っている比例定数

は，小学校で習っていた決まった
数と一緒なんだなと思いました。
比例を利用すると一方の量から
他方の量を求めることができる
ことも分かった。 

【生徒の振り返り】 
比例は前から苦手だと思っていたけれ

ど，授業では班で話したり，先生が教え
てくれたりしたことがあったので，少し
できるようになったと思う。 

【生徒の振り返り】 
一方の数が分からなくても，

比例の関係を利用すると答え
を求めることができることを
知った。難しそうな問題も簡単
に解けることが分かりました。 

【参観者より】 
コピー用紙や重さ

ばかりを用いたこと
で、実感を伴って考
えられていた。 

日常生活からの事象の数学化 

問題の理解と解決の見通し 

多様な考えの収束・まとめ 
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【生徒の振り返り】 
私が思った以上にいろいろな式が出て

きたのでびっくりした。 

【生徒の振り返り】 
意味が分かれば、解くのはおもしろ
いなと思った。 

【生徒の振り返り】 
残りの紙が何枚あるかを調べる方法で、比例を利用し

てのこの方法は、会社に入ったときに使えると思った。 

【参観者より】 
全体で，生徒の声をも

とに問題等の確認を行
ったことで，解決に向け
ての見通しをもつこと
ができていた。 

グループでの比較・検討 
（協働で解決） 



 （第２時） 

過程 学 習 活 動  三つの視点による実践内容 

 １ 問題を発見し，全体構造的に把握する。 

 

 

 

 

 ・伴って変わる２量を抽出し，比例関係を考 

  える。 

  ・グラフをかく。 

 

 ２ 見通しをもつ。 

 ・どんなことが読み取れるかを考える。 

 ・グラフ上のどこに着目すればよいか考える。 

３ 学習課題を設定する。 

 

  

４ 個人で解決する。 

 

５ 集団で比較・検討する。 

 ・グループで，グラフ上で着目したところと結

果について説明し合う。 

 ・結果を式で確認する。 

 

 

 ・距離の差についての問題を解き，グラフの見

方がどのように変わったか話し合う。 

 

 

 ６ 数学的価値について一般化し，まとめる。 

 

 

 

７ 解決過程を振り返る。 

(1) 問題作成に取り組み，交流する。 

 

 

 

 

 

 

(2) 本時の振り返りを記述する。 

 

 

 

 

・立式とグラフの読み取りとを比較し，能率 

 性からよさを確認する。 

 

 

 

 

【学習課題】 比例のグラフを利用して，問題を解決しよう。 

疑
問
や
問
い
の
発
生 

問
題
の
設
定 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

問
題
の
理
解 

解
決
の
計
画 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
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計算して答えを出すよりもグラフから読み取って答えを出した方が簡単だと思いました。問

題を作りながら２本のグラフのｘ座標，ｙ座標の意味していることがよく分かりました。 

動く歩道は，長さが６０ｍで，毎秒０．５ｍの速さで動いています。Ａさんが動く歩道に乗
るのと同時に，Ｂさんが，その横を毎秒１ｍの速さで歩き始めました。Ｂさんは，Ａさんより
何秒前に歩道の終点に着くでしょうか。 

Ｂさんが動く歩道の終点についたとき，Ａさんは終点の何ｍ手前にいますか。 

【まとめ】比例のグラフからいろいろなことを読み取り，解決に生かすことができる。 
 

Ａさんが動く歩道に乗ってから４０秒後には，Ａさ
んとＢさんは何ｍ離れていますか。 

ＡさんとＢさんが１０ｍ離れるのは，何秒後ですか。 

【実践内容】主体的な学び① 
日常生活の中から数学的に解決する場
面を提示することで，意欲を高める。 

【実践内容】主体的な学び② 
既習事項と本時の学習内容の整理を行
い，解決に向けての見通しを持たせる。 

【実践内容】対話的な学び③ 
解決結果，方法及び考え方を 
説明し合い，比較検討させる。 

【実践内容】深い学び⑤ 
グラフで読み取ったことを日常事象 

に戻して考える場面の設定 
 

D1 

Ｃ 

Ｂ 

A1 
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【参観者（学級担任）より】 
日常的な事象から問題を設定したこと

や具体物を見せながら問題を確認したこ
とで，生徒が主体的に学習に取り組もうと
していた。 

【生徒の振り返り】 
今日は文章問題で難しそうだったが，グ

ラフをかくことによって問題が解きやすく
なった。分かりやすくなった。 

【生徒の振り返り】 
とてもわかりやすかっ

たです。自分で考えるこ
と，みんなと考える大切
さを改めて感じました。
そして考えることが楽し
かったです。 

【参観者より】 
説明をさせる活動を通し

て，考えの共有を図るととも
に，発表者の考えや知識の足
りなかった点を確認するこ
とができた。 

【生徒の振り返り】 
友達と相談し，考えを共有することが大

事だと思いました。 

日常的な事象からの問題設定 

問題解決の見通し 

全体での共有 

グループでの比較・検討 
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【生徒の振り返り】 
グラフの、他の見方についても
知りたい。負の数までのばすよ
うな問題もやってみたい。 

【生徒の振り返り】 
ｘ軸、ｙ軸の新しい読み取り方が分かったの
で、まだあるのかな、と思いました。 



８ 資料 
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１ 単元名 

「太陽と月の距離を求めよう ～長さの求め，説明し，比べよう～ 

 ・ 主教材「図形と計量」 （新編 数学Ⅰ 数研出版） 

 

２ 単元の目標 

  【知識・技能】 

   ○図形と計量における基本的な概念や原理・法則などを体系的に理解している。 

   ○図形と計量において，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，表現・処理したりする技能

を身につけている。 

   ○数学的な問題解決に必要な知識を理解している。 

  【思考力・判断力・表現力】 

   ○図形と計量において，事象を，数学的に考察することができる。 

○既習の内容を基にして問題を解決し，思考の過程を振り返ってその本質や他の事象との関係を

認識し，統合的・発展的考察することができる。 

   ○図形と計量において，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現することができる。 

  【主体的に学習に取り組む態度・人間性等】 

   ○図形と計量において，数学的に考えることのよさ，数学の用語や記号のよさ，数学的な処理の

よさ数学の実用性などを認識し，事象の考察や問題の解決に数学を積極的に活用して，数学的

根拠に基づき判断する。 

   ○図形と計量で，問題解決などにおいて，粘り強く，柔軟に考え，その過程を振り返ったり，考

察を深めたり，評価・改善する。 

   ○多様な考えを生かし，よりよく問題解決する。 

 

（現行指導要領との関連） 

 （１）三角比 

ア 鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。【知識・技能】 

イ 鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比を求める 

こと。【知識・技能】 

ウ 正弦定理や余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや角の大きさを求め 

ること。【知識・技能】 

（２）図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用することができる。【数学的な見方や考え方】 

   ［用語・記号］ 正弦，sin，余弦，cos，正接，tan 

 

 

 

 

 

 

 

事例２（高等学校第１学年） 平成 28年 11月 1６日～１７日  

学 級：岩手県立岩泉高等学校 １年 指導者：県立総合教育センター 鈴木 裕 

－26－ 



３ 単元で働く「見方・考え方」 

 

（１）単元で働く「見方・考え方」 

事象を「形」「大きさ」「位置関係」に着目して捉えたり，図形の不変な性質に着目して捉えたりし

て，自分の考えをもち，数学的に表現すること 

論理的に性質を考察して説明したり，代数的な方法と図形的な方法を対応させ，双方のよさを生か

したりしながら自分の考えをもち、数学的に表現すること 

 

４ 単元の評価規準（算数・数学化において育成を目指す資質・能力の整理より作成） 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

直角三角形における三角

比の意味，図形の計量の基

本的な性質などの知識を体

系的に理解している。 

事象を，三角比を用いて

数学的に解釈したり，表

現・処理したりする技能（推

論の方法など）を身に付け

ている。 

数学的な問題解決に必要

な知識を身に付けている。 

三角比を活用して，事象を数

学的に考察することができる。 

図形と計量において，既習の

内容を基にして問題を解決し，

思考の過程を振り返って，その

本質や他の事象との関係を認識

し，統合的・発展的に考察する

ことができる 

図形と計量における数学的な

表現を用いて事象を簡潔・明

瞭・的確に表現することができ

る 

三角比を用いて数学的に処

理することのよさ，図形と計量

の実用性を認識し，事象の考察

や問題の解決に数学を積極的

に活用して，数学的論拠に基づ

いて判断しようとする。 

問題解決などにおいて，粘り

強く，柔軟に考え，その過程を

振り返り，考察を深めたり評

価・改善したりしようとする。 

多用な考えを生かし，よりよ

く問題解決しようとする。 

 

 

参考 単元の評価規準（現行学習指導要領） 

 

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識理解・ 

角の大きさなどを

用いた計量に関心を

もつとともに，それら

の有用性を認識し，事

象の考察に活用しよ

うとしている。 

事象を，三角比を用いて

考察し，表現したり，思考

の過程を振り返ったりする

ことなどを通して，角の大

きさなどを用いて計量を行

うための数学的な見方や考

え方を身に付けている。 

事象を，三角比

を用いて表現・処

理する仕方や推論

の方法などの技能

を身に付けてい

る。 

直角三角形におけ

る三角比の意味，三

角比を鈍角まで拡張

する意義及び図形の

計量の基本的な性質

を理解し，知識を身

に付けている。 
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４ 単元の指導と評価の計画（全２時間） 

時 段 階 学習課題と主な学習活動 

 

評価方法と評価規準 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

Ａ１ 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

Ｂ 

・問題の理解 

・解決の計画 

Ｃ 

・計画の実行 

・結果の検討 

Ｄ１ 

・解決過程や結果の振

り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

 

 

 

 

Ａ１ 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

Ｂ 

・問題の理解 

・解決の計画 

Ｃ 

・計画の実行 

・結果の検討 

Ｄ１ 

・解決過程や結果の振

り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

【学習課題】 

■２つの三角形の相似に着目して，問題

（自分と月との距離を求める）を解決し

よう。 

【主な学習活動（２時間共通）】 

１ 問題を把握する 

（1）伴って変わる二つの量を取り出す

（2）二つの量の関係を考える 

２ 学習の見通しをもつ 

焦点化する。 

３ 課題を解決する（個人，グループ）

４ 比較・検討する（全体） 

５ まとめ，振り返る 

（1）数学的な見方や考え方を振り返る

（2）比例関係を利用した解決のよさを   

振り返る 

（3）評価問題に取り組む 

（4）振り返りを記述する 

【学習課題】 

■三角形の決定に着目して，問題（太陽

と月との距離を求める上で必要な要

素を見いだす）を解決しよう。 

【主な学習活動（２時間共通）】 

１ 問題を把握する 

（1）伴って変わる二つの量を取り出す

（2）二つの量の関係を考える 

２ 学習の見通しをもつ 

焦点化する。 

３ 課題を解決する（個人，グループ）

４ 比較・検討する（全体） 

５ まとめ，振り返る 

（1）数学的な見方や考え方を振り返る

（2）比例関係を利用した解決のよさを   

振り返る 

（3）評価問題に取り組む 

（4）振り返りを記述する 

【評価規準（Ｂ）】 

・具体的な事象を相似な図形

の性質でとらえ，その関係

を利用して問題を解決して

いる。（思・判・表） 

【Ａの視点（例）】 

・多様な見方や考え方ができ

る。 

【Ｃの手立て】 

・相似な図形の性質を縮図と

数直線を用いて考えさせ，

具体的にとらえられるよう

にする。 

【評価方法】 

・観察 

・学習シート 

（評価問題・振り返りの記述） 

 

【評価規準（Ｂ）】 

・具体的な事象を三角形の決

定でとらえ，作図を利用し

て問題を解決している。 

（思・判・表） 

【Ａの視点（例）】 

・多様な見方や考え方ができ

る。 

【Ｃの手立て】 

・三角形の決定を，作図を用

いて考えさせ，具体的にと

らえられるようにする。 

【評価方法】 

・観察 

・学習シート 

（評価問題・振り返りの記述） 
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５ アクティブ・ラーニングの３つの視点に立った授業改善の提案 

 

 
「答申」の記述 実践内容 

｢主体的な

学び｣ 

の実現に

向けて 

○学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア

形成の方向性と関連付けながら，見通しを持っ

て粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返

って次につなげる「主体的な学び」が実現でき

ているか。 

○児童生徒自らが，問題の解決に向けて見通しを

もち，粘り強く取り組み，問題解決の過程を振

り返り，よりよく解決したり，新たな問いを見

いだしたりするなどの「主体的な学び」を実現

することが求められる。 

・「見通しと振り返り」活動の充実 

板書，教師による演示を通し，指導言

を機能させる。教師による演示では，「学

習内容」と「課題発見・解決の過程とそ

の実行に必要な力（特に数学的な見方・

考え方）」を伝える。 

次の活動が円滑にできることを，現在

の活動のゴールとする。 

｢対話的な

学び｣ 

の実現に

向けて 

○子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，

先哲の考え方を手掛かりに考えることを通じ，

自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実

現できているか。 

○事象を数学的な表現を用いて論理的に説明し

たり，よりよい考えや事柄の本質について話し

合い，よりよい関上げに高めたり事柄の本質を

明らかにしたりするなどの「対話的な学び」を

実現することが求められる。 

・互いの考えを安心して表現できる雰囲気

をつくる。話し合い活動のねらいを共有

し，課題発見・解決に必要な力に気付か

せたり，学習内容の定着を図らせたりす

る。話し合い活動のポイントは「教えら

れるようになるまで聞くこと」と「わか

りやすく教えること」とした。 

・「話し合い」活動の充実 

板書，演示を通し，話し合い活動を機能

させる。教師による演示はどのように教

えればわかりやすいかを示した。 

｢深い 

学び｣ 

の実現に

向けて 

○習得・活用・探究という学びの過程の中で，各

教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働か

せながら，知識を相互に関連付けてより深く理

解したり，情報を精査して考えを形成したり，

問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考

えを基に創造したりすることに向かう「深い学

び」が実現できているか。 

○数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる

事象について，「数学的な見方・考え方」を働

かせ，数学的活動を通して，新しい概念を形成

したり，よりよい方法を見いだしたり，するな

ど，新たな知識・技能を身に付けてそれらを統

合し，思考，態度が変容する「深い学び」を実

現することが求められる。 

・同一テーマ（相似）の課題発見・解決の

過程を繰り返し行う教材を行った。一つ

の過程の中に，教員が教える場面と生徒

同士で思考・判断・表現させる場面を効

果的に位置づけた。生徒が「課題解決活

動」に主体的に取り組み，「対話的学び」

を通して，自分の考えを広げたり，深め

たりする単元課題を設定する。 

・日常生活に関わる事象について，「数学的

な見方・考え方」を働かせ，新しい概念

を形成したり，よりよい方法を見いだし

たり，するなど，新たな知識・技能を身

に付けてそれらを統合し，学びに向かう

力が変容する単元構成を設定する。 
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６ 本時の実際 

 （第１時） 

過程 問題発見･解決の過程と育成すべき資質･能力  三つの視点による実践内容と指導上の留意点 

 １ 問題を発見し，全体構造を把握する。 

・相似な図形を作図して，数と式に着目

して，その性質を理解する。 

  ・相似な図形の辺の長さを表にまとめ，

相似の性質について考える。 

 

 

２ 見通しを立てる 

３ 課題を設定する 

 

・相似な三角形を作図し，相似とは何かを問い，

相似な図形への関心を高める。 

 

・見通し活動として，先生が 1/4倍の三角形を

作図し，辺の長さを測り，表にまとめる過程

を演示し，「相似な図形にはどんな性質があ

るのだろうか」を問い関心を高める。 

・表にまとめることで規則性に気付かせる。 

 

 

４ 解決する（主に，主体的学び） 

・帰納 

・演繹 

・類推 

５ 課題解決について比較・検討する 

（主に，対話的学び） 

・作図したモデルを分析する。 

・課題発見・解決の過程を主体的学び，対

話的学びを充実させ，繰り返し遂行する。

その振り返りを通して，次なる課題発

見・解決に必要な知識・技能を定着させ

る。数学的な見方・考え方を広める。深

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 数学的価値について一般化し，まとめる。 

 

 

 

 

 

７ 解決過程を振り返る 

（１）定着・適用問題（発展・統合問題に取

組） 

（２）学習内容を振り返り，共通点や相違点

などについて比較・検討する。 

（３）解決過程を振り返り，評価・改善を図

る。 

本時の振り返りを記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「相似な三角形の性質に気付き，説明する」 

・「自分とＡ２判の紙との距離は，自分とＡ６

判の紙との距離の何倍かを求め，説明する。 

 

 

【学習課題】距離が 2 倍，3 倍…になると，見かけの大きさが 1/2 倍，1/3 倍…となる性質を

見いだす。それを活用し，自分と月との距離を求め，説明する。 

【まとめ】・見かけの大きさは，距離に反比例する。実物の大きさと見かけの大きさから，自

分と実物との距離を求めることができる。 

     ・事象を数学化する→解決への見通しをもつ→数学的に処理する→意味付けする 

【実践内容】（おもに主体的学び） 

単元に位置付けた数学的活動（相

似の性質を見いだす活動）を指導

者が演示することで生徒の意

欲・関心を高める。 

 
【実践内容】（おもに主体的・対話的学び） 

課題発見・解決の過程を主体的学び，

対話的学びを充実させ，繰り返し遂行

する。その振り返りを通して必要な

「力」を洗い出し，まとめる。 

 

【実践内容】（おもに主体的学び） 

「自分と月との距離を求める」といった日常

生活に関わるスケールの大きな問題を教材

化 

【実践内容】（おもに深い学び）「学習シート」の活

用による「見通しと振り返り」活動を充実させ，宿題

「自分と月との距離を求め，説明する」に備える。 

疑
問
や
問
い
の
発
生 

 
 

問
題
の
設
定 

問
題
の
理
解 

問
題
の
設
定 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
生 
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【生徒振り返り】 

○今回学んだことは，数学だけではな

く，他教科，身の回りの課題解決に

も活かすことが出来ると思うので，

これから様々な場面で活かしてい

きたいと思います。 

○自分から月までの距離なんて考え

たこともなかったけど，数学の考え

方によって求めてみると，何となく

身近なことだと感じられた。太陽と

月との距離も求められるようにマ

スターしたい。 

－１８－ 

【生徒振り返り】 

○目的が分かりやすかったので，課題に

取り組みやすかった。 

○活動や先生が見せたことを通じて，思

考力・判断力・表現力など様々な力を

身につけることができた。 

○どういった過程で課題を解決するのか

よく分かった。 

【参観者（教科担任）コメント】 

○全員がねらいとやるべきことを理解し，活動できていた。説明する活動で，ポイントと学

んだことの整理ができ，次回以降使える「力」「手法」として定着が図られた。 

○宇宙空間というスケールの大きさも驚きだが，それを高々中学までの知識を組み合わせて

求められることが，とても興味をひいたようです。紙の上だけでなく，実際使えるだと実

感したと思います。 

 

 

 

教師によるゴール像の演示 

自力解決 
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事象の数学化 



（第２時） 

 問題発見･解決の過程と育成すべき資質･能力 三つの視点による実践内容と指導上の留意点 

 １ 問題を発見し，全体構造的に把握する。 

 

２ 見通しを立てる 

・既習内容の想起 

・結果の予想 

・方法の予想 

 

３ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

 

・板書により，付けたい力を示し，意識化を図る。 

 ４ 解決する（主に，主体的学び） 

・帰納 

・演繹 

・類推 

 

５ 課題解決について比較・検討する 

 （主に，対話的学び） 

・妥当性（正しい道筋） 

・関連性（考えの共通性） 

・有効性（考えのよさ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人での活動のあと，グループでの交流の時間

を設け，考え方の訂正や補強を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 数学的価値について一般化し，まとめる。 

 

 

 

 

 

７ 解決過程を振り返る 

 ・定着・適用問題（発展・統合問題）に取

り組む 

・学習内容を振り返り，共通点や相違点な

どについて比較・検討する。 

・解決過程を振り返り，評価・改善を図る。 

・本時の振り返りを記述する。 

 

８ 次時の見通しをもつ 

  これまでに得られた値から「月と太陽の

距離を求める」 

 

 

【学習課題】問題発見・解決に必要となる資質・能力が身についたことを実感する。 

これまでの学びを活かして，問題解決に必要な要素を発見する（視野角の必要性） 

これまでの学びを活かして，必要な要素を活用し問題を解決する（相似，三平方の定理，測量） 

【実践内容】（おもに主体的学び） 

板書，演示で【目指す姿】を確認することで課

題解決活動に対する，見通しをもたせる。 

疑
問
や
問
い
の
発
生 

 
 

問
題
の
設
定 

問
題
の
理
解 

問
題
の
設
定 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

【まとめ】解決の場面では，「どこまで分かっているか」「何が分かればよいか」を明確化 

交流の場面のゴールは，「数と式，図を用いて分かりやすく教えること」とする 

問題発見・解決のそれぞれの過程を振り返り，評価，改善する 

【実践内容】（おもに深い学び） 

「学習シート」の活用による「見通しと振り

返り」活動を充実させ，単元の課題発見・解

決活動の成果と課題を文章化する。 

【実践内容】（おもに主体的・対話的学び） 

問題発見・解決の過程（【見通し】，【課題解決】，

【振り返り】）を繰り返し行い，そこでの過程

をたどり，グループごとの選択課題取り組む

ことで不十分な理解が確かな理解へと深まっ

ていく単元構成及び単位時間の設定 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
生 
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（第２時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２４－ 

 

 

 

【参観者（教科担任）コメント】 

○生徒が活発にどうやったらうまくいくか対話していた。 

○授業の中で，コミュニケーションをとる機会，相手に説明する機会，全体で発表する機会を

つくる必要があるのだなと考えさせられました。 

○課題発見・解決の過程を繰り返すことで，どのように考え，判断し，表現すればよいかが伝

わるよう工夫したことが伝わってきました。３年間続けていくべきだと思いました。 

○数学を学ぶ有用性や喜びが伝えられる授業を実践できるよう決意させられた授業でした。 

【生徒振り返り】 

○説明の仕方を教えるのは難しかったけど，

なぜ，こういう式になるのかということは

教えることができた。人に教えると自分も

再確認ができるので，人に教えることも大

事なことだと思った。 

○人の意見を聞いて新しい考えが生まれた。 

○どこが間違いなのかが分かって，より深く

理解できた。 

【生徒振り返り】 

○今まで習ったことを使って日常生活や社会の

事象を解決できることがわかった。 

○課題を発見し，解決していくことで，自分は何

が分からないのかを知ることができたのでよ

かったです。 

○自分の知識・技能だけで課題解決をして伝える

のではなく，いろいろな人の考え方を踏まえて

解いていく。 

○数学的な見方や考え方を使い，課題を解決する

ことが勉強になった。 

○解決活動が行き詰まったとき，どこまで分かっ

ているか，あと何が分かればよいかを整理する

ことが大切だということが分かりました。 

振り返り 
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対話的学び 

全体交流 



７ 資料 
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新しい社会の在り方を自ら創造するができる資質・能力を子供たちに育むためには，教員自身

が習得・活用・探究という学びの過程全体を見渡し，個々の内容事項を指導することによって育

まれる資質・能力を自覚的に認識しながら，子供たちの変化等を踏まえつつ自ら指導方法を不断

に見直し，改善していくことが求められる。 

 方法は「型」ではない。「型」としての方法を身につけてから授業をするのではなく，この三つ

の学びの実現に向けて学習指導の方法を工夫していくのである。そして，この三つの学びの視点

で子どもたちの学習を捉え，授業を振り返ったり，協議をしたりするのである。そうした取り組

みの積み重ねから，国語の授業は徐々にアクティブ・ラーニングになっていくのである。 

 

 

「審議のまとめ」には，「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善に関して，次のよう

な懸念が述べられています。 

 

 

 

 

 

   「はじめに」でもふれたように，本ガイドでは，「三つの柱」を総合的に育むことを目指し，「ア

クティブ・ラーニング」を取り入れた授業づくりの考え方について，指導法を一定の型にはめ狭い

意味での授業方法や授業技術の改善に終始しないようにすること留意しました。 

   「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の実現に向けてどういったことが求められてい

るのかを「審議のまとめ」をじっくり読んで確かめ，それらを単元レベルや単位時間レベルでの学

習活動の要素として位置付けました。その要素を行う無数にあるであろう方法の中から，いくつか

を組み合わせて行ったのが今回の授業実践です。 

 

「審議のまとめ」には，私たち教員に求めることとして，次のように述べています。 

 

 

 

 

 

   「型」にこだわることなく，安易に「型」を求めることなく，三つの学びの実現という一点にお

いて，指導方法を常に見直していくことが大切です。 

 

   東京学芸大学准教授中村和宏先生の提言「国語科授業におけるアクティブ・ラーニングとは」（教

育科学国語教育５月号収録）の一節を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

    

最後になりましたが，研究推進にあたり岩手県立岩泉高等学校及び奥州市立水沢南中学校のご協

力をいただき，研究担当者による授業実践の機会をあたえていただきましたことに深く感謝申し上

げ結びといたします。 

○ 教育の質の改善のための取組が，狭い意味での授業の方法や技術の改善に終始するのではな

いか  

○ 工夫や改善が，ともすると本来の目的を見失い，特定の学習や指導の「型」に拘泥する事態

を招きかねないのではないか 

 

－39－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

－40－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

－３９－ 

育成を目指す資質・能力の「三つの柱」を総合的に育む 

授業の進め方に関する研究 

 
アクティブ・ラーニングを取り入れた授業づくり 

中学校・高等学校国語科 中間報告 
 

平成 28年３月 
 

岩手県立総合教育センター 

教科領域教育担当 

早川 貴之・横田昌之 

 

－41－ 



 

 

  「審議のまとめ」には，「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善に関して，次のような懸

念が述べられています。 

 

 

 

 

 

  また，次のようにも述べています。 

 

 

 

 

 

  次期学習指導要領では，「三つの柱」を総合的に育むことを目指しています。本ガイドブックでは「ア

クティブ・ラーニング」を取り入れた授業づくりの考え方について，指導法を一定の型にはめ，狭い

意味での授業方法や授業技術の改善に終始しないよう留意しました。 

 

 

  最後になりましたが，研究を進めるに当たり，ご協力いただきました研究協力校の先生方，生徒の

みなさんに心からお礼を申し上げます。また，研究協力員としてご協力いただきました先生方に感謝

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終わりに 

○ 教育の質の改善のための取組が，狭い意味での授業の方法や技術の改善に終始するのではない

か 

○ 工夫や改善が，ともすると本来の目的を見失い，特定の学習や指導の「型」に拘泥する事態を

招きかねないのではないか 

 新しい社会の在り方を自ら創造するが，できる資質・能力を育むためには，教師自身が習得・活

用・探究という学びの過程全体を見渡し，個々の内容事項を指導することによって育まれる資質・

能力を自覚的に認識しながら，子供たちの変化等を踏まえつつ自らの指導方法を不断に見直し，改

善していくことが求められる。 
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